
、， 

刃

22李
丈出:チ
t25ド
百緑 45

tt妻
日図 主主

... ~ 

.~ 

τ・r.

7・τ

-周・

-・-

-爾・

-・-

-圃・

-圃・

-圃・

-・-

-・-

-Z圃τ

-・-

-圃・

-・-

，.・

~ 

訂園τ

-圃・

'.・

'.・

-・-

圃・

，.， 

-買・

~.・

-置・

-・-

乃;
木
士宮、、
月ヂ
...1 .. ~宇・

銅 '
像
建
立
除
幕
式

ヨ依， -・-

-圃・

-圃・

-・・・.

• 
-・

• 

固





御

礼

ご

挨

拶

大
正
八
年
十
一
月
二
十
七
日
、
今
か
ら
九
十
七
年
前
に
村
野
山
人

・
須
美
子

夫
妻
に
よ
り
、
乃
木
静
子
夫
人
像
が
生
誕
地

で
あ
る
新
屋
敷
町
に
建
立
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
の
大
戦
末
期
に
銅
像
は
供
出
さ
れ
、
ム
口
座
だ
け
が
新
屋
敷
吋

甲
突
川
左
岸
緑
地
公
園
の
一
角
に
取
り
伐
さ
れ
、
静
子
の
末
え
の
「
海
草
中
将

湯
池
定
監
君
領
徳
碑
」
が
ん
ヴ
で
も
そ
の
台
座
を
静
か
に
見
守
っ
て
お
り
ま
す
。

A
7
か
ら
四
年
前
、
夫
人
没
後
百
年
祭
が
き
っ
か

け
で
筏
え
の
戸
が
高
ま
り
、

ニ
年
後
の
夫
妻
の
ご
命
日
に

「
乃
木
静
子
夫
人
奉
賛
会
」
を
発
足
さ
せ
、
今
日

ま
で
銅
像
建
立
に
奔
走
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
多
く
の
オ
ヤ
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
で
、
七
十
年
余
り
の
歳
月
を

経
て、
再
び
銅
像
建
、
工
の
日
を
迎
え
る
事
が
で
き
、
感
慨
無
量
で
ζ

ざ
い
ま
す
。

時
代
は
変
わ
り
、
銅
像
に
対
す
る
想
い
や
心
緒
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
静
子

夫
人
の

「
薩
摩
の
女
性
と
し
て

の
生
さ
方
」
を
人
7

の
時
代
に
、
そ
し
て
次
の
世
代

へ
と
繋
げ

て
い
け
れ
ば
と
、
願
っ

て
い

ま
す
。

本
日
は
ζ

列
席
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

心
か
ら
の
感
謝
を
添
、
え
て
お
礼
の
言
葉
に
か
之
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
入
年
十
一
月
ニ
十
七
日

乃
木
静
子
夫
人
奉
賛
会

銅
像
建
立
実
行
委
員
会

会

長

平

瀬
役
員
一
同

葉
子



乃
木
静
子
夫
人
銅
像
除
幕
式

日式共主

日寺場 催 1i主

π
リ
木
静
子
夫
人
奉
賛
会

広
児
島
県
神
道
青
年
会

田
l

突
川
左
岸
緑
地
公
園
内

午
前
九
時
半
斎
行
(
受
付

出
品
児
島
県
神
道
青
年
会

同

州

問

船

魂

神

社

f

J

f

j
 

u

m

wド
戸

ド

会

員

臭

神

社

会

員

折

田

村

品

科

会

員

若

宮

神

社

会

員

九

児

島

神

宮

会

員

松

原

神

社

同

州

問

霧

島

神

官

事

務

局

長

霧

島

神

宮

会

員

竹

田

神

社

銅
像
建
立
実
行
委
員
会

祭
典
奉
仕
員

斎

主
一
例
斎
王

祭

員

祭

呉

伶

人
(
阿
佐
正
)

伶

人

(
筆
集
)

伶

人

(
花
笛
)

也
、

eA

全

般

伺

伎

式

〆え

、、、、

子

水

ロ

寸

鼓

修
抜
之
儀

除

幕

一、

一

拝

一
、
降
神
之
儀

一
、
献
僕
之
一
依

一
、
祝
詞
奏
上

一
、
清

抜

一
、

奉

納

一
、
斎
主
玉
事
奉
実

一
、
手
市
中
奉
実

一
、
撤
僕
之
儀

一
、
昇
神
之
儀

一

、

一

拝

一

、

報

鼓

、

ヰ兄

若干

第

ケ
寸
前
九
時
)

品

川

元

札

-4

，
 

出
仙
禰
宜

禍
府
一
孔

椛
補
司
一史

宮

司
王
止
ハ

楠

主

権
柄
主

品
部
補
宜

禍

立

{

呂

田

昇

{

品

回

世

r

笹

河

孝

宝

粒

子

四

司

法

市

立

正
山方

渦
守
町
立
h
M柑

山石

初

端

緋

九

崎

秀

昭

山
口

、民
知

井

上

祐

信

三
及
国
対
様
・
湯
池
定
町
様
・
湯
山
市
喬
ク
~
様
・
園
田
実
様
・村
好
利
昭
様

平
瀬
葉
子
・
未
盛
庄
司
・
吉
田
一
男
・小
島
和
彦
・村
昭
刊
誌
一
採

比
ノ
問
挙
回
路

北
ノ
間
奏
楽

日
ほ
此
斗
琵
色
伴
奏

援
出峠
士
魂
の
会

比
ノ
間
奏
楽

比
ノ
問
奏
楽

比
ノ
問
警
縛

虎
児
島
県
知
事
e

え
図

中
村
九
日
市
先
生

4革



乃
木
静
子
夫
人作

長

浜

南

城

5j~ 

奏

'
P
ナ
レ
L
7ノ

，d
!
?
布

、y
f非

南
風
景
る
出
品
児
島
に

生
ま
れ
し
君
は
十
八
の

乙
女
と
な
り
て
夢
の
ご
と

乃
木
家
に
嫁
ぐ
'
身
と
BJho
h
ソ
ぬ

明
治
三
十
七
年
の

日
露
の
交
渉
敗
れ
し
か
ば

あ
は
た
だ
し
く
も
我
子
手
を

戦
の
場
に
一
段
ら
む
と

来
守
小
収
に
来
て
み
れ
、
ば

平
服
点以
ヤ

し
さ

兄
弟
の

顔
を
埋
め
る
棋
の
波

母
上
さ
ら
、
は
の
敬
礼
も

未二
だ J、
料-'IE
にひ

Fえ て
れ勇
るま
にし

く

泣
か
さ
る
母
の
手
さ
よ

長
男
中
尉
勝
止
ハ
は
二
十
四
歳

南

山
震
の
汲
戦
に

名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
給
ひ

次
男
の
少
尉
の
保
此
ハ

-一
十
-
一
歳

公
叫
ん
入
山
長
こ
七
区
ナ
し

ん
話
h

v

d

小川
岬
一

，
fu-

-F寸
ノ
昨
同
州

-
a
L

・

街
宣
の
山
に
砕
散
る

悲
し
さ
計
報
は
海
越
え
て

重
ね
て
母
に
局
さ
け
る

白
金
も
黄
金
も
玉
も
付
か
せ
ん

う

r
珍
の
一
貫
は
子
な
り
そ
と

憶
良
の
歌
に
さ
く
も

の
を

枠
ヤ

し
さ
母
は
此
の
皮
も

淡
を
人
に
見
せ
さ
り
さ

あ
あ
さ
り
乍
ら
其
の
夜
は

我
が
子
の
部
屋
に

百ハ
独
行

明
し

て
遂
に
寝

ね
ざ
り
し

母
の
想
ひ
を
詐
か
ん
知
る

あ
あ
老
将
功
な
れ
と

送
る
故
山

に
風
穴、
し

認
品
川
の
戸

凱
旋
の
歌
は
ふ
u
に
品
け
ど

い
と
し
さ
子
等

は
二
人

呼
べ
と
還
ら
ぬ
惨
な
き
ゃ

い
で
ま
し
で
か
へ

り
ま
す
日

の
な
し
と
き
く

今
日
の
み
ゆ
き
に
合
ふ
ぞ
か
な
し
さ
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乃木静子夫人銅像

ブロンズ

納 入株式会主lナカムラ

{象製作 株式会主l老了製判所('r;i1111'，¥) 

台 座 石

製作施工前迫石材株式会主l

使用石材台座本体徳山御磁石 (山口県産)

銘板万成:{i (1吋111県政)

銘板文守 7 ~木静子 [I' (:\j'川史m

叫 文監修 11;(1-1泉 (74l}t館大学教授)

寸法

ブロンズ像 100 x 100 x 90 (cm) 

台座 180x180x120 (CI11) 

三、 i毛 210(cm) 
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